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夏
の
酷
暑
が
嘘
の
よ
う
に
、

秋
を
感
じ
る
間
も
な
く
一
気
に

冬
の
到
来
で
す
。食
べ
物
、フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
、
芸
術
と
い
っ
た
秋

の
風
情
を
楽
し
む
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
調
子
で

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
の
楽

し
み
で
あ
る
四
季
も
な
く
な
っ

て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
？
　
豊
か
な
四
季
に
ま
つ
わ

る
需
要
＝
市
場
も
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
加
え

て
、
原
材
料
で
あ
る
農
水
産
物

の
収
穫
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
気
候
変
動

は
、
私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
も

大
き
な
影
響
を
与
え
始
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
自
然
災
害
を
誘

発
し
、
い
の
ち
に
直
結
す
る
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
気
候
変
動
は
地
球
の
裏
側
の

話
で
も
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
だ
け
が
心
配
す
れ
ば
い
い
話

で
も
な
く
、
私
た
ち
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
極
め
て「
現
実
的
」

な
問
題
な
の
で
す
が
、
私
た
ち

　
10
月
30
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
県
内
の
14
商

工
会
議
所
会
頭
ら
は
、
令
和
６

年
度
神
奈
川
県
予
算
・
政
策
に

は
も
う
ひ
と
つ
の
「
現
実
的
」

な
問
題
、
例
え
ば
、
円
安
に
よ

る
コ
ス
ト
高
、
資
金
繰
り
、
人

手
不
足
な
ど
へ
の
対
応
に
忙
殺

さ
れ
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
が

二
の
次
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
28
回
締
約
国

会
議
　
11
月
30
日
〜
12
月
12
日
　

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ド
バ
イ
）

で
の
議
論
に
逆
行
す
る
よ
う
に
、

最
近
の
こ
の
国
の
政
府
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
業
界
か
ら
の
発
信
で
は

化
石
燃
料
や
原
発
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
急
に
移
行
す

る
こ
と
は「
現
実
的
で
は
な
い
」

と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
待
っ

た
な
し
で
す
し
、
化
石
燃
料
の

輸
入
代
金
は
海
外
へ
漏
れ
出
し
、

原
発
の
よ
う
な
中
央
集
権
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
か
ら
お
金

関
す
る
要
望
書
を
黒
岩
知
事
に

手
交
し
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合

会
の
上
野
会
頭
は
、
昨
年
か
ら

続
い
て
い
る
原
油
・
原
材
料
・

物
価
の
高
騰
が
、
仕
入
価
格
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
と
な

っ
て
、
中
小
企
業
の
収
益
を
大

き
く
圧
迫
し
て
お
り
、
特
に
、

価
格
転
嫁
を
進
め
る
こ
と
が
困

難
な
中
小
企
業
は
た
い
へ
ん
苦

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
事

や
、
経
済
の
回
復
に
伴
い
、
飲

食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
幅
広
い

業
種
で
人
手
不
足
が
深
刻
と
な

っ
て
お
り
、
稼
働
率
の
低
下
や

受
注
機
会
の
損
失
な
ど
、
企
業

活
動
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

出
て
い
る
事
に
つ
い
て
述
べ
、

神
奈
川
県
に
対
し
、
地
域
を
支

え
る
中
小
企
業
が
持
続
的
な
成

を
吸
い
上
げ
、
不
安
定
な
国
際

情
勢
に
左
右
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
経
営
コ
ス
ト
を
押
し
上

げ
…
と
中
小
企
業
を
巡
る
経
営

環
境
に
と
っ
て
は
極
め
て
「
現

実
的
」
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
未
解
決
の
原

発
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題

は
極
め
て
「
現
実
的
」
な
問
題

で
す
。
こ
の
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
舵
を
大
き
く
切
る
こ
と
な

く
、
い
わ
ゆ
る
「
現
実
的
」
な

対
処
方
法
（
例
え
ば
、
価
格
高

騰
へ
の
一
時
的
な
補
助
金
）
に

拘
泥
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
、「
非

現
実
的
」
な
こ
と
な
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
政
府
は
Ｇ
Ｘ
（
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
・
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
で
１
５
０
兆
円
の
官
民
投

資
を
目
指
し
、
そ
の
呼
び
水
と

し
て
20
兆
円
を
拠
出
す
る
と
言

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
技
術
開

発
を
進
め
る
こ
と
を
否
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同

時
に
今
あ
る
す
ぐ
に
使
え
る
技

術
を
最
大
限
に
活
用
し
、
確
実

な
効
果
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と

を
優
先
さ
せ
、
そ
こ
に
も
資
金

長
を
果
た
し
、
経
済
の
好
循
環

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
、
県
の

さ
ら
な
る
施
策
展
開
に
よ
る
後

押
し
の
必
要
性
や
支
援
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

　
会
頭
ら
が
要
望
し
た
主
な
内

容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
共
通
要
望
】

●
経
営
指
導
員
の
役
割
、
多
様

化
・
増
大
す
る
業
務
等
に
対
応

し
た
『
地
域
振
興
事
業
費
補
助

金
』
の
確
保
・
充
実

●
原
油
・
原
材
料
・
物
価
高
騰

の
影
響
を
強
く
受
け
た
事
業
者

へ
の
支
援

【
個
別
要
望
】

●
伊
豆
湘
南
道
路
の
早
期
具
現

化
及
び
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

●
海
を
活
か
し
た
防
災
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て

を
投
入
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

先
月
の
こ
の
コ
ラ
ム
で
書
い
た

よ
う
に
、
今
あ
る
技
術
で
で
き

る
省
エ
ネ
策
（
例
え
ば
、
建
物

の
断
熱
等
）
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
当
所
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

業
種
、
業
態
に
つ
い
て
、
省
エ

ネ
診
断
か
ら
改
善
の
実
装
ま
で

の
お
手
伝
い
の
体
制
を
完
備
し

て
、
会
員
さ
ん
の
利
用
を
待
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

　「
理
想
を
掲
げ
、
現
実
的
な

手
段
・
方
法
で
確
実
に
理
想
に

近
づ
く
」
道
を
選
ぶ
の
か
？

「
理
想
的
な
手
段
・
方
法
を
模

索
し
て
、
結
局
、
現
状
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
」
道
を
選
ぶ
の

か
？
　
果
た
し
て
、
ど
ち
ら
が

現
実
的
で
成
果
に
つ
な
が
る
堅

実
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
し
ょ

う
？
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
観
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
今
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
現
実
を
上
か
ら
下
か
ら

横
か
ら
斜
め
か
ら
と
多
面
的
に

観
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ

の
姿
勢
こ
そ
「
現
実
的
」
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
商
工
会
議
所
と
各
地
商

工
会
議
所
で
は
、
令
和
６
年
度

の
税
制
改
正
に
あ
わ
せ
政
府
与

党
及
び
地
元
選
出
与
党
国
会
議

員
に
「
事
業
承
継
税
制
の
延

長
・
恒
久
化
」「
交
際
費
課
税

特
例
の
延
長
・
拡
充
」
等
５
つ

の
内
容
に
つ
い
て
要
望
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
要
望
書
で
は
、
大
企

業
に
よ
る
外
形
標
準
課
税
逃
れ

を
目
的
と
し
た
減
資
等
が
見
ら

れ
る
な
か
、
総
務
省
に
よ
る
見

直
し
案
は
、
無
関
係
の
中
小
企

業
に
ま
で
外
形
標
準
課
税
の
対

象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
断
固
反
対
で
あ
る
こ
と
も

併
せ
て
伝
え
ま
し
た
。

階 団　　体　　名 年末業務 年始業務

3 ㈱日本政策金融公庫 小田原支店 12月30日まで １月４日より

4
神奈川県信用保証協会 小田原支店 12月28日まで １月４日より

神奈川県産業振興センター（よろず支援拠点） 12月28日まで １月４日より

5 小田原箱根商工会議所 12月28日まで １月４日より

６

アクサ生命保険㈱ 小田原営業所 12月29日まで １月５日より

小田原市商店街連合会 12月28日まで １月４日より

東京地方税理士会 小田原支部 12月28日まで １月５日より

小田原箱根商工会議所 入居団体 年末年始業務予定
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会
頭
コ
ラ
ム
（
第
97
回
）

会
頭
　
鈴
木 

悌
介

理
想
と
現
実

黒岩県知事に要望書を手交する県内会議所の会頭

中小企業の円滑な事業承継と自己変革への挑戦を後押しする税制支援を！  
2 0 2 3 年 1 1 月	

小田原箱根商工会議所	

日 本 商 工 会 議 所	

	

	

	

	

	

 

１．事業承継税制の延長・恒久化 
	 	 事業承継税制の特例措置は、地域経済を牽引する“地域貢献企業”の円滑な経営承継・事

業継続や、若返りを契機とした生産性向上等に大いに寄与している。一方、３年以上続いた

コロナ禍の影響で、承継が遅れているケースがあること、また、中小企業にとって円滑な経

営承継は永続的な課題であり、提出期限や特例措置の期限に間に合わない中小企業も多いこ

とから、提出期限の十分な延長と恒久化（一般措置の拡充）が必要である。	
	
Ø 事業承継税制の特例措置における特例承継計画の提出期限の延長（2027 年 12 月末まで） 

Ø 事業承継税制の一般措置の特例措置並みの拡充（対象株式（2/3）の撤廃、猶予割合100％

への引上げ、雇用維持要件の弾力化等） 

Ø 事務負担や猶予取消しリスクの解消（提出書類の一本化・提出先のワンストップ化、５年

経過後の報告不要化、書類の提出漏れ等に対する宥恕規定の明確化等）	
	

２．中小企業向け賃上げ促進税制の延長・拡充 
	 “構造的・持続的な賃上げ”の実現に向け、業況が厳しい中でも賃上げに取り組む中小企業

への支援強化を図るべき。	
	
Ø 繰越控除措置（欠損金の繰越期間と同様 10 年間）を創設したうえで、延長すべき 

 

３．交際費課税特例の延長・拡充 
中小企業にとって交際費は、販売促進や新規顧客との関係構築といった営業活動に不可欠

な支出である。加えて、未だ続く法人需要の低迷と原材料・エネルギー価格や人件費の増大

もあり、中小飲食店の経営環境は依然として大変厳しい。デフレからの脱却と中小飲食店の

賃上げ原資の確保に向けた後押しが必要。	
	
Ø 交際費の範囲から除かれる飲食費の上限額（現行：１人あたり５千円以下）を２万円以下

に引上げたうえで、延長すべき 
 

４．少額減価償却資産特例の延長・拡充 
	 現行制度は、中小企業のバックオフィス業務の生産性向上に大きく寄与しているものの、

物価上昇に伴い、限度額を超えるケースが増加している。インボイス制度や電子帳簿保存法

への対応を含め、中小企業の生産性向上を一層支援すべき。	
	
Ø 対象資産の限度額（30 万円未満）および取得合計額の上限（300 万円以下）を引上げたう

えで、延長すべき 
 

５．中小企業等の第三者承継やグループ化を後押しする税制の延長・拡充 
Ø 経営資源集約化税制（中小企業事業再編投資損失準備金）の延長・拡充とともに、中堅・

中小企業のグループ化を促進する税制を創設すべき	

◆大企業による外形標準課税逃れを目的とした減資等の動きがみられるが、これとは無関係

の中小企業に、外形標準課税の対象を拡大することには断固反対。 

外形標準課税は賃金課税であって賃上げするほど税負担が増す。今、官民挙げて最大限

に取り組もうとしている「構造的・持続的な賃上げ」の方針に完全に逆行。	

外形標準課税の適用拡大には断固反対 

　
当
所
の
、
新
年
会
員
賀
詞
交

歓
会
に
つ
い
て
は
、
左
記
日
程

で
開
催
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
お
申
込
み
は
、
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

（
申
込
締
切
　
12
月
28
日
ま
で
）

【
日
時
】

令
和
６
年
１
月
９
日（
火
）

16
時
00
分
か
ら

【
会
場
】

小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

令和６年度　神奈川県予算・政策に
関する要望（10月30日）

地
元
選
出
の
牧
島
か
れ
ん
代
議
士
へ
要
望
書
を
提
出

令　

和

６
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る

 

要
望
を
提
出

神奈川県へ要望書を提出

令
和
６
年を

開
催
し
ま
す

新
年
会
員

 

賀
詞
交
歓
会

人と医療の間に「治す責任診療」
（第41回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療  交通事故 労災 鍼灸指圧の保険適応症
専門医連携の責任診療  骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ
Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜９時

●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所　P50台
●診療項目●
 鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　　医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き
・ 笑顔は元手いらず
利益は莫大である

・ 笑顔は減る事なし
送られた人豊かに

・ 笑顔は大金持ちも
これなく暮らせず
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ト
顧
客
が
メ
イ
ン
の
販
売
に
加

え
て
、
成
人
式
用
の
振
袖
購
入

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
き

も
の
文
化
を
後
世
に
残
し
、
お

客
様
に
『
笑
顔
』
と
『
喜
び
』

と
『
感
動
』
を
届
け
、
社
会
に

幸
せ
を
も
た
ら
し
た
い
」
と
い

う
経
営
理
念
の
も
と
、
幅
広
い

年
齢
層
に
和
装
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
て
い
ま
す
。
振
袖
レ
ン

タ
ル
事
業
に
お
い
て
顧
客
の
母

親
が
呉
服
を
購
入
す
る
事
も
あ

り
、
事
業
に
お
け
る
相
乗
効
果

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
接
客
に
お
い
て
は
、
担
当
者

ご
と
に
常
連
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
た
情
報

を
把
握
し
て
い
ま
す
。
各
顧
客

の
「
好
み
、
体
型
、
所
有
し
て

い
る
呉
服
、
着
用
シ
ー
ン
」
な

ど
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
顧
客
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン

の
生
地
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

提
案
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
「
粋
っ

　
当
所
は
、
小
田
原
箱
根
地
域

で
気
候
変
動
の
緩
和
や
環
境
保

全
に
関
す
る
取
組
に
関
し
て
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
企
業
及
び

団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
、
事
業
者
等
の
気
候
変
動

に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
環
境

配
慮
活
動
の
さ
ら
な
る
普
及
促

　
同
店
は
、
酒
匂
の
住
宅
街
に

所
在
す
る
呉
服
販
売
店
で
す
。

呉
服
・
振
袖
・
袴
の
小
売
や
、

成
人
式
用
の
振
袖
レ
ン
タ
ル
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呉
服
・

振
袖
・
袴
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や

リ
ペ
ア
、
仕
立
て
直
し
な
ど
の

オ
ー
ダ
ー
も
あ
り
、
近
年
、
注

目
さ
れ
て
い
る
「
マ
マ
振
袖
」

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
同
店
で
は
、
長
年
の
リ
ピ
ー

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
顕
彰

事
業
「
第
２
回
小
田
原
箱
根
気

候
変
動
ア
ワ
ー
ド
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
年
６
月
か
ら
７
月
の
２
か

月
で
募
集
を
行
い
、
23
社
か
ら

ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
応

募
頂
い
た
内
容
を
選
考
委
員
会

に
て
、「
取
組
内
容
が
持
続
的

か
つ
発
展
性
が
あ
る
こ
と
」「
業

種
や
業
務
内
容
を
問
わ
ず
行
え

る
取
組
で
あ
る
こ
と
」
等
の
観

点
か
ら
選
考
を
行
い
、
大
賞
１

社
、
特
別
賞
３
社
を
選
出
し
ま

ぽ
い
」「
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
っ

て
も
オ
シ
ャ
レ
感
の
あ
る
」
を

意
識
し
て
選
定
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
振
袖
に
つ
い
て
は
、
伝

統
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
に
仕

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
帯
や

バ
ッ
グ
や
草
履
な
ど
の
和
装
小

物
に
つ
い
て
は
流
行
が
あ
る
の

で
、
顧
客
が
所
有
す
る
和
装
に

適
し
た
小
物
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
提
案
し
、
和
装
の
組
み
合

わ
せ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る

お
店
で
す
。
ま
た
、
振
袖
の
購

入
や
レ
ン
タ
ル
な
ど
で
初
め
て

来
店
し
た
顧
客
に
対
し
て
は
、

会
話
の
中
か
ら
顧
客
カ
ル
テ
に

情
報
を
記
載
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
い
ま
す
。
振
袖
は
様
々

な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
た
め
、
取

捨
選
択
を
進
め
な
が
ら
、
保
護

者
の
意
見
も
参
考
に
し
つ
つ
、

自
身
で
選
択
で
き
る
様
に
接
客

し
て
い
ま
す
。

　
店
舗
は
、
広
々
と
ゆ
っ
く
り

生
地
選
び
が
で
き
る
空
間
が
あ

り
、
様
々
な
呉
服
・
振
袖
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
呉
服
、
振

袖
、
袴
、
帯
、
小
物
は
カ
テ
ゴ
リ

ー
別
に
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
特

に
、
振
袖
収
納
タ
ン
ス
は
、
色

や
テ
イ
ス
ト
別
に
整
理
さ
れ
て

い
る
た
め
、
商
品
が
見
渡
し
や

す
い
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
営
業
時
間
】

10
時
00
分
〜
17
時
00
分

※
定
休
日
　
毎
週
水
曜
日
、
第

１
・
第
３
木
曜
日

　
同
店
は
、
箱
根
町
仙
石
原
に

所
在
す
る
野
菜
・
果
物
販
売
店

で
、
１
９
８
５
年
に
創
業
し
、

現
代
表
で
２
代
目
で
す
。
箱
根

町
内
で
は
２
店
舗
し
か
な
い

「
箱
根
西
麓
三
島
野
菜
」
の
取

扱
店
で
あ
り
、
地
元
客
の
み
な

ら
ず
観
光
客
も
購
入
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
代
表
は
商
店
会
の

し
た
。
大
賞
及
び
特
別
賞
に
選

出
さ
れ
た
企
業
は
、
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

◆
大
賞

㈱
凛
門
　

◆
特
別
賞

㈱
し
い
の
食
品
、
ヤ
ブ
タ
塗
料

㈱
、
パ
ナ
ッ
ク
工
業
㈱

　
今
月
号
の
会
報
で
は
、
大
賞

に
選
出
さ
れ
た
㈱
凛
門
の
取
組

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
取
組
の
詳
細
は
、
当
所

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
を
し
ま
す
。

【
㈱
凛
門
の
取
組
内
容
】

副
会
長
を
務
め
る
等
、
地
域
振

興
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
近
隣
の
事
業
者
と

も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。
そ
の
関
係
性
を
活
か
し
、

他
店
と
の
販
売
協
力
等
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
同
店

で
販
売
す
る
「
箱
根
西
麓
三
島

野
菜
」
は
、
箱
根
西
麓
地
域
の

柔
ら
か
い
う
え
に
水
は
け
が
良

く
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
で

畑
地
に
適
し
た
関
東
ロ

ー
ム
層
と
い
う
赤
土
で

栽
培
さ
れ
た
野
菜
で
あ

り
、
味
と
品
質
の
高
さ

に
定
評
が
あ
る
た
め
、

首
都
圏
に
も
多
く
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
入

れ
に
あ
た
っ
て
は
自
ら

三
島
の
青
果
市
場
に
足

を
運
び
、
目
利
き
し
た
野
菜
・

果
物
を
新
鮮
な
う
ち
に
商
品
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
社
で
提
供
す
る
野

菜
・
果
物
の
品
質
の
保
持
や
近

年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
フ
ー
ド

ロ
ス
の
削
減
と
い
う
観
点
か
ら
、

廃
棄
品
が
極
力
少
な
く
な
る
よ

う
仕
入
れ
量
の
調
整
に
は
重
き

を
置
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
顧

客
の
中
に
高
齢
者
も
多
く
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
店
内

は
段
差
の
な
い
作
り
と
し
て
い

る
ほ
か
、
取
扱
品
が
野
菜
や
果

物
で
重
量
が
あ
る
こ
と
、
他
地

域
か
ら
の
観
光
客
の
来
訪
が
あ

　「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
の

原
作
・
監
督
の
富
野
由
悠
季
氏

は
小
田
原
の
出
身
で
あ
り
、
日

本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
黎
明

期
か
ら
一
貫
し
て
現
場
で
の
制

作
に
携
わ
ら
れ
た
日
本
ア
ニ
メ

界
を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

で
す
。
代
表
作
の
「
機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
」
の
制
作
以
降
は
、

日
本
ア
ニ
メ
中
興
の
祖
と
し
て
、

幾
多
の
作
品
が
日
本
の
み
な
ら

る
こ
と
か
ら
、
車
両
で
訪
れ
や

す
い
よ
う
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス

を
広
く
設
け
て
い
ま
す
。

　
来
店
促
進
の
た
め
、
地
域
商

店
会
が
実
施
す
る
各
店
舗
訪
問

型
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
画
等
も
行
い
、
さ
ら

に
、
自
社
店
舗
で
の
販
売
だ
け

で
は
な
く
、
マ
ル
シ
ェ
へ
の
参

画
や
、
近
隣
の
事
業
者
と
の
関

係
を
活
か
し
て
そ
の
お
店
が
セ

ー
ル
を
行
う
際
に
隣
に
出
張
店

舗
を
設
け
る
等
、
販
売
機
会
を

増
や
す
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
商
品
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

仕
入
れ
た
野
菜
や
果
物
を
そ
の

ず
世
界
中
で
熱
狂
的
に
支
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
や
日
本
の
代

表
的
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で

あ
る
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

で
す
が
、
富
野
氏
は
そ
れ
を
世

界
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
押
し

上
げ
た
第
一
人
者
と
い
え
ま
す
。

　
小
田
原
市
と
し
て
、
郷
土
が

生
ん
だ
世
界
的
文
化
人
と
し
て

の
富
野
氏
の
功
績
を
称
え
、
広

く
世
界
へ
発
信
す
る
こ
と
は
、

ま
ま
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

消
費
者
の
こ
と
を
考
え
て
一
手

間
か
け
た
商
品
も
販
売
し
て
お

り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
じ
ゃ
が
い
も
を
店
頭
に

並
べ
る
前
に
芽
を
取
っ
て
お
く

な
ど
、
実
際
に
そ
の
野
菜
や
果

物
を
使
う
と
き
の
こ
と
を
想
定

し
、
そ
の
場
で
は
形
に
見
え
な

い
接
客
に
も
力
を
注
い
で
い
る

お
店
で
す
。

【
営
業
時
間
】

９
時
00
分
〜
17
時
00
分

※
定
休
日
　
毎
週
水
・
日
曜
日

文
化
・
教
育
・
観
光
に
と
っ
て

大
き
な
力
と
な
り
、
ま
た
地
域

経
済
に
新
た
な
好
循
環
を
生
み

出
す
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
当
所
も
こ
の
取
組
に
賛
同
を

し
て
お
り
、
会
員
企
業
の
皆
様

を
始
め
、
そ
こ
で
働
く
従
業

員
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
頂
き
、

「
オ
ー
ル
小
田
原
」
で
富
野
氏

の
功
績
を
世
界
へ
発
信
し
て
い

く
た
め
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

署
名
等
の
詳
細
は
、
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み
や
ま
橋
本
呉
服
店
　
小
田
原
店

高
杉
商
店

小
田
原
市
酒
匂
２

－

26

－

11

☎
０
４
６
５

－

47

－

６
９
２
４

足
柄
下
郡
箱
根
町
仙
石
原
９
５
６

－

３

☎
０
４
６
０

－

84

－

７
７
４
２

今
月
号
で
は
、
10
月
の
会
員
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
た
優

良
小
売
店
舗
７
店
舗
の
う
ち
、
２
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

優
良
小
売
店
舗
紹
介

e
e
e
e
e
e
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e
e
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e
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e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
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e
e
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e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
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


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










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
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
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
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
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＊
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＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊

住
宅
街
の
中
に
あ
る
店
舗

店
内
で
販
売
さ
れ
る
箱
根
西
麓
三
島
野
菜

　
貴
社
の
チ
ラ
シ
を
こ
の
会
報

に
同
封
し
、
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
会
員
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
利

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

会
報
同
封
サ
ー
ビ
ス

会
員
限
定

会
員
の
皆
様
へ

富
野
由
悠
季
氏 

顕
彰
事
業
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

原
作
者

機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

●
飲
み
物
の
提
供
で
利
用
し
て

い
る
ス
ト
ロ
ー
を
草
の
ス
ト
ロ

ー
に
変
更
。
今
ま
で
は
可
燃
ゴ

ミ
と
し
て
捨
て
て
い
た
が
、
使

用
済
の
草
ス
ト
ロ
ー
を
近
隣
農

家
さ
ん
に
渡
し
、
畑
で
利
用
し

て
頂
く
。
草
の
た
め
土
に
分
解

さ
れ
地
球
へ
と
戻
っ
て
い
く
循

環
が
生
ま
れ
た
。

●
ホ
テ
ル
の
共
有
部
分
の
全
面

ガ
ラ
ス
に
断
熱
と
遮
熱
フ
ィ
ル

ム
を
貼
り
、
冷
房
消
費
電
力
30

％
削
減
、
暖
房
18
％
削
減
を
実

現
。

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
ご
利
用
料
金
】

Ａ
４
サ
イ
ズ

 

３
０
８
０
０
円
（
税
込
）

Ａ
３
サ
イ
ズ

 
４
８
４
０
０
円
（
税
込
）

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

令
和
５
年
度

「
第
２
回
気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド
」

受
賞
企
業
が
決
定
し
ま
し
た

大賞に選出され表彰を受ける
㈱凛門 代表取締役 瀬戸ひふみ氏

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2023年4月～2025年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18:30～20:30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



令和５年12月20日（毎月１回20日発行）第　718　号（3）

令和５年10月16日～
11月15日までの入会の方新しい会員さんです

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
櫻
井
さ
ん
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
で
支
援
し
ま
し
た
。

当
所
会
員
事
業
所
の
精
肉
店
、

青
果
店
、
食
品
・
調
味
料
卸
売

店
な
ど
を
ご
紹
介
し
、
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
地
元
の
お
店
か
ら
仕
入

れ
た
も
の
で
地
元
に
愛
さ
れ
る

お
店
を
作
り
た
い
」
と
い
う
櫻

井
さ
ん
の
思
い
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

ボ
イ
ス
相
談
や
確
定
申
告
の
仕

方
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
な
ど
を
当
所

専
門
家
派
遣
制
度
を
活
用
し
学

　
今
月
号
の
会
報
で
は
、
今
年

の
８
月
に
小
田
原
駅
徒
歩
３
分

の
小
田
原
ぶ
ら
り
横
丁
に
ラ
ー

メ
ン
店
を
開
業
し
た
櫻
井
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
櫻
井
さ
ん

と
当
所
と
の
出
会
い
は
小
田
原

市
産
業
政
策
課
に
設
置
さ
れ
て

い
る
小
田
原
市
経
営
改
善
相
談

窓
口
で
中
小
企
業
診
断
士
の
湯

山
隆
氏
と
相
談
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
事
業
計
画
・
収

支
計
画
に
つ
い
て
学
び
、「
創

業
す
る
な
ら
商
工
会
議
所
へ
」

と
湯
山
氏
か
ら
当
所
創
業
相
談

窓
口
へ
繋
い
で
頂
い
た
事
で
支

び
、
開
業
に
至
り
ま
し
た
。

　
櫻
井
さ
ん
は
千
葉
県
を
中
心

に
展
開
す
る
背
脂
系
ラ
ー
メ
ン

店
「
な
り
た
け
」
で
修
業
。
豚

骨
・
鶏
ガ
ラ
・
煮
干
・
鰹
節
荒

削
り
を
合
わ
せ
て
じ
っ
く
り
炊

き
出
し
た
出
汁
と
醤
油
ダ
レ
と

を
ブ
レ
ン
ド
。
背
脂
の
旨
み
も

活
か
し
た
ス
ー
プ
と
麺
の
調
和

を
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　「
な
り
た
け
」
由
来
の
食
材

の
ほ
か
、
小
田
原
の
当
所
会
員

事
業
所
か
ら
仕
入
れ
た
様
々
な

食
材
・
調
味
料
等
も
結
集
し
た

ラ
ー
メ
ン
を
是
非
食
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
ま
い
わ
い
】

神
奈
川
県
小
田
原
市
栄
町
２

－

８

－

15
　
小
田
原
ぶ
ら
り
横
丁

☎
０
４
６
５（
55
）９
５
０
８

　
本
年
５
月
に
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
締
結

し
た
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し

て
、
人
材
の
育
成
と
確
保
を
目

的
に
、
地
域
の
事
業
者
の
若
手

社
員
と
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
研
修
事
業

「
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
令
和

　
11
月
22
日（
水
）に
第
８
回
常

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
３
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案
「
新
会
員
承
認
の

件
」

　
令
和
５
年
10
月
16
日
か
ら
令

和
５
年
11
月
15
日
ま
で
の
10
事

業
所
の
入
会
が
承
認
さ
れ
、
同

期
間
の
退
会
も
報
告
し
承
認
。

第
２
号
議
案
「
地
元
選
出
の
与

　
11
月
20
日（
月
）、
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
交
通
運
輸
部
会

（
水
上
秀
博
部
会
長
）
は
、
今

年
の
８
月
26
日
に
開
業
し
た
芳

賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
略
称
で
、
次
世

代
型
路
面
電
車
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
国
土
交
通
省
に
よ
る

導
入
支
援
も
行
わ
れ
て
お
り
、

近
年
で
は
、
各
種
交
通
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携
等
に
よ
っ
て
「
既

６
年
１
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　「
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
令
和
６
年
１
月
16

日
〜
３
月
19
日
の
約
２
ヶ
月
の

期
間
で
全
４
回（
計
８
日
間
）の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、「
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
↓
中
間
プ
レ

ゼ
ン
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
↓

最
終
提
言
↓
振
り
返
り
」
ま
で

党
国
会
議
員
へ
の
税
制
改
正
に

関
す
る
陳
情
の
件
（
追
認
）」

　
地
元
選
出
国
会
議
員
の
牧
島

議
員
宛
に
要
望
を
し
た
事
を
報

告
し
承
認
。
※
１
面
に
掲
載

第
３
号
議
案
「
臨
時
議
員
総
会

招
集
の
件
」

　
臨
時
議
員
総
会
の
招
集
（
令

和
６
年
１
月
25
日
）
に
つ
い
て

報
告
を
し
承
認
。

存
の
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
を
補

完
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
」
と
し

て
、
ま
た
低
床
式
車
両
の
採
用

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配

慮
や
自
動
車
と
比
べ
て
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
抑
制
で
き
る

点
等
よ
り
、「
人
に
も
環
境
に

も
優
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芳
賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
は
宇
都
宮
市
の
ま
ち
づ
く

り
政
策
の
一
環
と
し
て
の
側
面

も
あ
り
、
市
が
掲
げ
る
「
ネ
ッ

を
行
う
も
の
で
す
。
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
参
加
に
よ
り
、
①

人
材
育
成
、
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
組
、
③
社
外
の
仲
間
・
同
士

の
獲
得
、
④
学
生
と
の
早
期

マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
と
い
っ

た
４
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
の
中
小
企
業

の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
当
所
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
月
号
の
青
年
部
広
報
紙
は
、

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

頂
け
ま
す
。

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
」
に
お
け
る
基
幹

公
共
交
通
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
は
、
産
業
拠
点
・

観
光
拠
点
・
都
市
拠
点
と
い
っ

た
地
域
の
拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
集
約
し
、
そ
の
拠
点
同

士
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
し
て
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能

を
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
で
充

足
さ
せ
る
と
い
う
発
想
で
す
。

宇
都
宮
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
少

子
・
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
と
な
り
市
の
人
口
が
少
な
く

な
っ
て
も
、
次
の
世
代
や
、
そ

の
ま
た
次
の
世
代
の
生
活
を

し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ
る
環
境

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
す
る
と
、
事
業
主

や
労
働
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら

ず
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
当
所
の
労
働
保
険
事
務
組
合

は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
可
を

を
今
の
う
ち
に
作
り
出
そ
う
と

い
う
考
え
の
も
と
、
こ
う
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
推
し
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
路
線

の
区
間
は
宇
都
宮
駅
東
側
の
み

で
す
が
、
既
に
西
側
へ
の
延
伸

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
芳
賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
開
業
は
、
路
面
電
車
と
し

て
は
75
年
ぶ
り
、
全
線
を
新
設

し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し
て
は
全
国
初

と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地

か
ら
の
視
察
も
相
次
い
で
い
ま

す
。
乗
客
数
（
利
用
者
数
）
は

当
初
の
予
測
を
上
回
り
、
開
業

か
ら
３
か
月
を
待
た
ず
し
て
１

０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
沿
線
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住

宅
地
な
ど
の
開
発
も
進
ん
で
お

り
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
芳
賀
・

受
け
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
労

働
保
険
に
関
す
る
煩
雑
な
届
け

出
や
保
険
料
納
付
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
委
託
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
労
働
保
険
に
関
す
る
各
種
書

類
の
作
成
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
へ
の
手
続
き（
一
部
を
除
く
）、

保
険
料
申
告
・
納
付
の
手
間
が

省
け
ま
す
。

②
労
働
保
険
料
の
額
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
回
の
分
納
が
で
き
ま

す
。

③
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て

保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
場

小
田
原
市
並
び
に
㈱
み
ら
い
ワ

ー
ク
ス
と
「
副
業
人
材
活
用
支

援
事
業
」
に
係
る
連
携
協
定
を

10
月
10
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
５
年

度
は
５
社
が
副
業
人
材
を
活
用

し
て
自
社
の
課
題
解
決
に
取
り

組
む
た
め
、
副
業
人
材
の
募
集

を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
鈴
木
会
頭
と
副
業

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

　
当
所
は
、
地
域
内
の
人
材
不

足
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
説
明

を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
実
際

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
り
、
乗
車
の
感

覚
や
周
辺
の
街
並
み
に
つ
い
て

も
視
察
を
し
ま
し
た
。

合
、
労
働
保
険
に
加
入
で
き
な

い
事
業
主
や
法
人
の
役
員
、
家

族
従
業
員
も
労
災
保
険
に
特
別

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
委
託
で
き
る
事
業
所
に
は
、

条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
別
途
、
委
託
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

※
一
人
親
方
労
災
特
別
加
入
の

お
取
扱
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

フ
ォ
ー
ム
「
ｓ
ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
　
ｓ

ｈ
ｉ
ｆ
ｔ
」
を
展
開
す
る
㈱
み

ら
い
ワ
ー
ク
ス
岡
本
社
長
が
対

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
談
で
は
、
地
域
の
中
小
企

業
が
抱
え
る
人
材
に
対
す
る
課

題
や
、
働
き
方
に
関
す
る
意
識

の
変
化
、
副
業
人
材
の
活
用
に

よ
る
効
果
と
課
題
な
ど
興
味
深

い
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

対
談
の
様
子
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

是
非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

まいわい代表の櫻井 剛氏
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❖
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❖
❖
❖

創
業
者
紹
介

ま
い
わ
い
　
代
表
　
櫻
井 

剛 

氏

背
脂
の
旨
味
を
活
か
し
た
こ
っ
て
り
ス
ー
プ
と

　
　
　
　
　
　
麺
の
調
和
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

医療法人社団
謙翠会 西原富次郎 小田原市城山2丁目1‒5 0465-35-1103 医療業（産婦人科）

アスターホープ 河野識子 小田原市栢山
2822‒6 0465-37-3881 ビルメンテナンス、清掃

㈱ＪＬａｚｏ 添田大雅 小田原市中新田
318‒19 080-3316-7567 運送業（貨物軽自動車運送業）

㈱神田建築工業 神田孝行 小田原市酒匂
4丁目2‒2 0465-49-6469 建設業（住宅の新築・改築工事の請負）

㈱フラクタル 髙見澤 遼 小田原市城山
2丁目16‒31 080-5898-4558 製造業新商品開発支援

加藤総建 加藤　亮 小田原市延清
214‒1 0465-20-5474 建設業（造成・外構）

㈱メテオデザイン 田辺　充 小田原市永塚
123‒3 0465-36-2808 ホームページ制作運用

第８回

常
議
員
会
開
催
報
告

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
・

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ 

連
携
協
定
事
業

交
通
運
輸
部
会　

視
察
研
修
報
告

次
世
代
型
路
面
電
車

「
芳
賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」

若
手
人
材
の
育
成
と
採
用
を
目
的
と
し
た

「
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」が
始
ま
り
ま
す（11月22日）

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

の
ご
案
内

労
働
保
険

　

事
務
組
合

今
月
号
の

青
年
部
広
報
紙

に
つ
い
て

副
業
人
材
の
活
用
推
進
に
向
け
て

鈴
木
会
頭
と
㈱
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
岡
本
社
長
と
の

対
談
が
実
現
し
ま
し
た

鈴木会頭と対談をした
㈱みらいワークス 岡本社長

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
視
察
す
る
参
加
者

い
つ
も
皆
様
の

 

頼
れ
る
企
業
で

  

あ
り
続
け
た
い

ishibashi printing

石橋印刷
〒250-0876 小田原市中新田9-3   E-mail／info@i-print.jp

Ｔｅｌ．0465-47-9171㈹
Fax.0465-48-2411

い
つ
も
皆
様
の

事
業
繁
栄
の

　
　

 

切
り
札

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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箱 

根 

＆

小 
田 

原
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• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤

も
の
　
お
し
ご
と
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
、
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な

ど
ま
ち
づ
く
り
に
活
躍
す
る
乗

り
物
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
、

パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
、
自
衛
隊

　
11
月
18
日（
土
）、
ダ
イ
ナ
シ

テ
ィ
ウ
エ
ス
ト
正
面
店
頭
特
設

会
場
に
て
、
建
設
・
不
動
産
部

会
と
交
通
運
輸
部
会
の
共
催
で
、

建
設
業
・
不
動
産
業
・
交
通
運

輸
業
の
な
り
わ
い
を
周
知
す
る

た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
・
の
り

の
航
空
電
源
車
な
ど
安
心
・
安

全
を
守
る
乗
り
物
、
さ
ら
に
は

当
地
な
ら
で
は
の
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の

展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
と
併
せ
て
、
左

官
職
人
気
分
が
味
わ
え
る
壁
塗

り
体
験
や
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
不
動
産

屋
の
お
し
ご
と
体
験
、
地
域

の
名
産
品
が
当
た
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
な
ど
、

様
々
な
催
し
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

10
時
の
イ
ベ
ン
ト
開
始
か
ら
終

了
時
刻
の
16
時
ま
で
家
族
連
れ

を
中
心
に
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
会
社
員
に
は
退
職
金
が
あ
る

場
合
が
多
い
で
す
が
、
厚
生
年

金
や
企
業
年
金
に
加
入
で
き
な

い
小
規
模
事
業
者
の
方
は
老
後

の
資
金
を
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
迎
え
、
企
業
は
積
極
的
に
従

業
員
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
教
育
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。そ
こ
で
、（
一
社
）

全
国
銀
行
協
会
の
金
融
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
招
き
し
、
資

産
形
成
と
資
産
形
成
の
一
助
に

も
な
る
物
価
高
に
負
け
な
い
家

計
管
理
の
コ
ツ
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
頂
き
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
、
是

非
金
融
知
識
の
積
み
上
げ
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
当

所
Ｈ
Ｐ
の
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

令
和
６
年
１
月
24
日（
水
）

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

【
内
容
】

２
０
２
４
年
１
月
新
制
度
開

始
！
少
額
投
資
非
課
税
制
度

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）に
つ
い
て
・
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
）
に
つ
い
て
・
資
産
形
成
の

一
助
と
な
る
物
価
高
に
負
け
な

い
家
計
管
理
の
コ
ツ
に
つ
い
て
　

な
ど

【
受
講
料
】

無
料

【
場
所
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

２
階
　
会
議
室

（
小
田
原
市
本
町
４

－

２

－

39
）

【
定
員
】

30
名

（
定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

（
担
当
　
小
林
）

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　「
箱
根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
」

と
い
う
言
葉
は
ご
存
知
の
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
詳
し

く
は
知
ら
な
い
」「
実
際
に
は

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い

う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

　
近
年
、
副
業
・
兼
業
へ
の
関

心
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

以
前
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
し
た
が
、

今
で
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
社

員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
人
材
不

足
の
解
決
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
を
持
つ
手
段
に
な
り
、

働
く
人
に
と
っ
て
も
副
収
入
だ

け
で
は
な
く
、
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

に
繋
が
る
働
き
方
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
副
業
・
兼
業
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
新
し
い
働
き
方
の

動
向
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、

地
域
の
経
済
団
体
、
行
政
、
労

し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
箱
根
を

ぐ
る
っ
と
一
周
満
喫
で
き
る
、

箱
根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　「
箱
根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
」

と
は
、
箱
根
湯
本
駅
か
ら
強
羅
、

大
涌
谷
を
経
由
し
、
芦
ノ
湖
を

目
指
す
コ
ー
ス
で
す
。
湯
本
駅

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
箱
根
登

山
鉄
道
、
箱
根
登
山
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、

箱
根
海
賊
船
と
、
様
々
な
交
通

機
関
を
利
用
し
な
が
ら
箱
根
を

働
団
体
の
三
者
が
共
通
の
認
識

に
立
ち
、
課
題
解
決
や
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

令
和
６
年
２
月
15
日（
木
）

15
時
00
分
〜
16
時
30
分

【
場
所
】

小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

【
講
師
】

成
蹊
大
学
　
法
学
部
教
授

原
　
昌
登
氏

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

（
担
当
　
古
川
・
樋
口
）

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

反
時
計
回
り
に
観
光
し
て
い
く

ル
ー
ト
で
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

を
ス
ム
ー
ズ
に
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
箱
根
登
山
鉄
道
で
は
、
車
窓

か
ら
箱
根
の
大
自
然
を
見
下
ろ

す
こ
と
が
で
き
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
は
１
・
２
㎞
と
短
い
距
離

で
す
が
、
標
高
差
２
０
９
ｍ
を

一
気
に
上
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
は
、

大
涌
谷
駅
に
向
か
う
途
中
、
眼

下
に
は
大
涌
谷
の
谷
底
が
広
が

り
地
上
約
１
３
０
ｍ
も
の
高
さ

か
ら
見
下
ろ
す
谷
は
迫
力
満
点

で
す
。
箱
根
海
賊
船
で
は
芦
ノ

湖
に
そ
よ
ぐ
清
々
し
い
風
を
感

じ
な
が
ら
、
優
雅
な
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
様
々
な
乗
り
物
に
乗
る
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

マ
ル
経
融
資
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
３
月
末
日
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
延
長
に
伴
い
、
融
資
後
３
年

目
ま
で
の
金
利
の
引
下
げ
幅
が

縮
小
さ
れ
、基
準
利
率
の
▲
０
・

５
％
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
み
に
は
、
条
件

が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
箱

根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
の
大
き

な
魅
力
で
す
。
大
涌
谷
で
、
１

個
食
べ
る
と
寿
命
が
７
年
伸
び

る
と
伝
わ
る
黒
た
ま
ご
を
食
べ
、

箱
根
関
所
で
歴
史
ロ
マ
ン
に
触

れ
、
箱
根
神
社
で
の
参
拝
と
箱

根
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
で
き

る
、
箱
根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
、

ま
だ
体
験
し
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
是
非
一
度
足
を
運
ん
で

み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

好天にも恵まれ多くの親子連れで賑わいました

会場には様々な乗り物を展示

講
師
の
成
蹊
大
学 

原 

晶
登
教
授

̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年同月比 資料提供

小
田
原
市

人　口 11月1日
現　在 186,323 人 △ 15 人 △ 1,002 人

小田原市
世帯数 11月1日

現　在 84,521 世帯 96 世帯 767 世帯

箱
根
町

人　口 11月1日
現　在 10,951 人 △ 14 人 △ 29 人

箱根町
世帯数 11月1日

現　在 6,446 世帯 △ 12 世帯 104 世帯

求
人
求
職
状
況

求人倍率 10月分 0.88 0.02 0.12
ハロー
ワーク
小田原

有効求人数 10月分 2,667 人 51 人 364 人

有効求職数 10月分 3,070 人 40 人 54 人

天 守 閣
入場者数 10月分 56,245 人 15,195 人 5,251 人 小田原市

観光協会

「
箱
根
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ー
ス
」を

 

ご
存
知
で
す
か
？

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
　
内
田 

信
也

職
員
コ
ラ
ム

開
催
し
ま
し
た
（
11
月
18
日
）

（1月24日）

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
１
月
ス
タ
ー
ト
！

今
こ
そ
老
後
資
金
確
保
に
向
け
た
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う

「
小
田
原
政
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

副
業
・
兼
業
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
新
し
い
働
き
方

令　

和

５
年
度

「
資
産
形
成
と

 

家
計
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」

「
ま
ち
づ
く
り
・
の
り
も
の

 
お
し
ご
と
フ
ェ
ア
」を

（2月15日）開催

　
当
所
の
公
式
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
は
、
経
営
に
関
す

る
内
容
や
補
助
金
情
報
、
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
中
小
企

業
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
各
種
事
業
や
当
所
の
取
組

な
ど
を
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
皆
様

の
フ
ォ
ロ
ー
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
登
録
は
、
左
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
商
簿
記
検
定
は
、
年
間
で

約
60
万
人
の
方
々
が
受
験
し
社

会
的
に
高
い
信
頼
と
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
最
後
と
な
る
、
第
１

６
６
回
日
商
簿
記
検
定
試
験
が
、

２
月
25
日（
日
）に
実
施
さ
れ
ま

す
。
当
所
で
、
受
験
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
窓
口
で
の
申
込

期
間
は
、
１
月
９
日（
月
）〜
１

月
24
日（
金
）、
ネ
ッ
ト
か
ら
の

申
込
期
間
は
、
１
月
９
日（
月
）

〜
１
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原
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０
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８
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各種の情報を発信中

小田原箱根商工会議所
公式 への
フォローを

（旧 Twitter）
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新型コロナウイルス対策

マル経融資が延長されました
（令和6年3月31日まで）

第166回

窓口申込受付期間
1月９日～1月26日

日商簿記検定

年に１回の法定健康診断（義務）は、
小田原箱根健診クリニックで。

（小田原駅直結、ミナカ小田原内）

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

〒250-0011 小田原市栄町1-1-15 ミナカ小田原 7 階

ご予約はお電話にて　℡ 0465-24-0077

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

小田原市、箱根町の経営者の皆様へ


